
組組合合のの活活性性化化をを図図りり、、組組織織拡拡大大・・
内内部部強強化化をを実実現現ししよようう！！

建
設
長
崎
第
六
十
三
回
定
期

大
会
が
、
七
月
十
九
日
、
二
十

日
の
二
日
間
、
雲
仙
市
・
小
浜

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
を
代
表
し
て
金
子
執

行
委
員
長
は
、
県
議
と
し
て
一

年
三
ヵ
月
が
経
過
し
、
活
動
に

対
す
る
支
援
の
お
礼
と
議
会
活

動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
長
期
に
わ
た
る
不
況
に
加

え
て
、
昨
年
の
改
正
建
築
基
準

法
の
影
響
に
よ
り
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は
大
幅
に
減
少
し
続
け
、

来
年
か
ら
の
瑕
疵
担
保
保
証
保

険
の
義
務
化
等
で
い
っ
そ
う
厳

し
い
情
勢
の
中
で
、
今
後
組
合

と
議
会
活
動
が
両
輪
と
な
っ
て

運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
全
建
総
連
の
山

下
組
織
部
長
を
は
じ
め
、
労
働

団
体
や
各
政
党
、
支
援
組
合
等

多
く
の
方
か
ら
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
長
崎
青
年
技
能

競
技
大
会
の
入
賞
者
紹
介
と
全

国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
激

励
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
十
九
年
度

活
動
経
過
と
会
計
決
算
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
の
組
織
は
五
年
間

で
組
合
員
が
九
九
〇
名
減
少
し
、

更
に
今
年
度
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
の
施
行
に
よ
り
長

建
国
保
か
ら
約
一
〇
〇
〇
名

（
家
族
を
含
む
）
が
減
少
す
る

と
い
う
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
平
成
二
十
年
度
運
動
方
針
で

は
、
青
年
部
の
拡
大
を
軸
に
組

織
対
策
や
賃
金
・
仕
事
確
保
、

技
術
技
能
対
策
、
社
会
保
障
対

策
な
ど
テ
ー
マ
別
に
提
案
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
午
前
中
は
、
三
つ

の
分
散
会
に
分
か
れ
て
一
日
目

に
提
案
さ
れ
た
運
動
方
針（
案
）、

会
計
予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
本
会
議
で
は
、

瑕
疵
保
証
保
険
や
各
種
技
術
研

修
等
を
実
施
し
て
業
界
の
情
勢

変
化
に
対
応
出
来
る
組
合
に
脱

皮
す
る
運
動
方
針
を
決
定
。
本

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
�
組
織
八
〇

〇
〇
名
復
元
を
め
ざ
し
、
年
間

三
五
〇
名
を
拡
大
�
「
分
科
会

議
と
訪
問
行
動
」
で
分
会
・
班

の
内
部
強
化
�
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
新
設
要
請
と
お

得
意
先
回
り
や
住
宅
デ
ー
で
仕

事
確
保
を
図
ろ
う
�
若
年
技
能

者
の
育
成
�
工
事
単
価
の
引
き

上
げ
と
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
�
現
場
災
害
の
撲
滅
と
労
働

安
全
対
策
の
強
化
等
十
四
項
目

を
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
役
員
の
選
出

で
は
、
県
議
職
と
委
員
長
職
を

兼
務
し
て
い
た
金
子
三
智
郎
委

員
長
を
は
じ
め
二
十
五
年
間
本

部
役
員
を
務
め
た
田
森
勝
副
委

員
長
が
勇
退
、
新
た
に
相
川
哲

男
新
委
員
長
と
北
村
政
和
新
副

委
員
長
な
ど
八
名
の
新
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
宣
言
（
案
）
を
北
村
青

年
部
長
が
読
み
上
げ
「
組
合
の

活
性
化
を
図
り
、
内
部
強
化
に

務
め
な
が
ら
拡
大
の
輪
を
広
げ

て
行
く
」
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
は
新
役
員
を
代
表
し
て

相
川
哲
男
委
員
長
の
音
頭
で
力

強
い
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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ま
ず
、
一
昨
年
の
四
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
統
一
自
治
体
選
挙

か
ら
一
年
と
三
カ
月
が
経
ち
、

こ
の
間
暖
か
い
励
ま
し
と
、
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
県
議

会
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
の
大
会
は
、
議

会
が
例
年
よ
り
一
カ
月
遅
れ
た

開
会
と
な
っ
た
た
め
、
議
会
の

会
期
と
大
会
の
前
準
備
の
日
程

が
重
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
開
会
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
議
会
で
の
基
本
的
な
立

場
は
、
社
会
・
経
済
的
な
弱
者

の
立
場
に
立
っ
た
政
治
姿
勢
を

貫
く
こ
と
。
を
基
本
と
し
て
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
会
の
二
年
目
の
委
員
会
は
、

「
厚
生
・
環
境
委
員
会
」「
議

会
運
営
委
員
会
」
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

先
日
の
七
月
の
定
例
県
議
会

で
二
回
目
の
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

一
つ
は
、
災
害
に
強
い
都
市

づ
く
り
。
学
校
や
地
域
の
避
難

施
設
の
耐
震
化
と
県
庁
舎
の
建

て
か
え
に
つ
い
て
。

二
つ
に
は
、
高
齢
者
へ
の
諸

施
策
に
対
す
る
政
治
姿
勢
。

�
介
護
保
険
、
�
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
の
政
治
姿

勢
を
質
問
。

三
つ
目
に
は
、
原
油
の
高
騰

問
題
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
値
上

げ
を
そ
の
ま
ま
に
す
れ
ば
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
物
資
に
影
響
が
出

て
来
る
事
を
指
摘
。

国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
急

激
に
進
ん
で
い
る
高
齢
化
と
医

療
の
増
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
七
五
歳

以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医

療
制
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
強
制
的
な
年
金
か
ら
の

天
引
き
や
、
医
療
の
質
の
低
下

の
懸
念
、
保
険
証
の
小
型
カ
ー

ド
化
に
伴
う
混
乱
な
ど
、
十
分

な
周
知
が
不
足
の
ま
ま
制
度
の

導
入
に
よ
る
混
乱
が
続
い
て
い

る
事
。

わ
た
し
た
ち
の
建
設
国
保
も
、

制
度
移
管
に
よ
り
七
五
歳
以
上

の
組
合
員
一
二
七
人
、
家
族
八

六
七
人
の
方
が
資
格
喪
失
と
な

り
ま
し
た
。

長
崎
県
に
お
け
る
新
設
住
宅

着
工
戸
数
は
六
、
九
四
二
戸
で

前
年
度
と
比
べ
一
三
七
四
戸
も

減
少
し
、
月
に
約
五
八
〇
戸
程

し
か
建
っ
て
い
な
い
。
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含

め
て
の
数
で
す
。

私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
て
、
仕
事
確
保
が
表

裏
一
体
で
あ
る
と
し
て
訴
え
を

強
め
て
き
ま
し
た
。

四
月
二
日
に
は
、
生
活
を
守

る
た
め
に
賃
金
と
仕
事
を
確
保

し
よ
う
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
建

設
長
崎
四
・
二
生
活
危
機
突
破

総
決
起
集
会
」
を
二
〇
二
名
の

仲
間
の
参
加
で
開
催
し
、
県
庁

周
辺
を
デ
モ
行
進
す
る
と
と
も

に
、
土
木
部
長
へ
「
中
小
建
設

業
者
の
仕
事
確
保
、
建
設
技
能

者
の
賃
金
改
善
等
を
求
め
る
」

請
願
署
名
、
三
、
五
六
八
枚
、

一
七
、
七
四
二
筆
を
手
渡
し
、

陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
達
の
様
々
な
要

求
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
数

は
力
」
と
し
て
組
織
拡
大
五
カ

年
計
画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
五
年
間
で
加
入
者
は
一
、

六
一
八
名
あ
っ
た
も
の
の
、
脱

退
者
は
二
、
六
〇
八
名
と
な
り
、

残
念
な
が
ら
九
九
〇
名
の
減
少

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
大
の
原
因
は
不
況
型
脱
退

を
く
い
止
め
る
こ
と
が
、
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
集
約
さ
れ
ま

す
。こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
、
異
常
と
も
言
え
る
長
期

不
況
を
、
何
と
し
て
も
克
服
し
、

新
た
な
活
動
を
み
ん
な
の
力
で

作
り
出
し
、
推
し
進
め
て
行
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
日
と
明
日
の
二
日
間
、
経

過
と
た
く
さ
ん
の
議
案
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
、

今
の
厳
し
い
現
状
を
打
開
し
、

社
会
の
変
革
を
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
の
行
動
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
日
の
大
会
が
皆
様
に
取
り

ま
し
て
有
意
義
な
大
会
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
確
実
な

も
の
と
す
る
大
会
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
建

設
長
崎
本
部
執
行
委
員
会
を
代

表
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

長
崎
県
土
木
部
長桑

原

徹
郎

長
崎
県
産
業
労
働
部
長

小
島

明

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

衆
議
院
議
員

山
田

正
彦

参
議
院
議
員

犬
塚

直
史

参
議
院
議
員

大
久
保
潔
重

長
崎
市
長

田
上

富
久

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

島
原
市
長

吉
岡
庭
二
郎

諫
早
市
長

吉
次

邦
夫

大
村
市
長

松
本

崇

南
島
原
市
長

松
島

世
佳

時
津
町
長

平
瀬

研

長
崎
市
議
会
議
員池

田

章
子

北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行

委
員
長

松
島

磯
巳

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
委
員

長

三
浦

一
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行

委
員
長

遠
藤

安
男

茨
城
県
建
築
連
合
会
執
行
委
員
長

古
澤

昌
之

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会
会
長

小
田
桐
傅
吉

建
設
埼
玉
中
央
執
行
委
員
長

菰
田

勇
司

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行

委
員
長

鈴
木

稔

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行

委
員
長

鈴
木

雄
一

東
京
都
連
合
会
執
行
委
員
長

鈴
木

正
次

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会

長

内
藤

勝
義

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
会
長

深
澤

俊
雄

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行

委
員
長

高
木

常
吉

岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部
執
行
委

員
長

藤
白

勇

静
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

石
野

實

三
重
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

杣
川

光
孝

全
京
都
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

田
辺

正
男

大
阪
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

関
谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

安
達

智
紹

奈
良
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中
嶋

弘

奈
良
県
建
設
業
振
興
会
理
事
長

栗
山

司

和
歌
山
県
建
設
労
働
組
合
組
合
長

波
多
野
和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会
会
長

渡
辺

行
雄

�
島
根
県
建
築
組
合
連
合
会
会
長

桑
田

忠
義

岡
山
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

石
部

明

広
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

安
元

弘
道

フ
レ
ッ
セ
執
行
委
員
長

小
泉

栄
昭

香
川
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

寺
岡

克
彦

高
知
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

杉
本

義
忠

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員

長

堤

隆
男

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行

委
員

水
田

実

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

楠
元

繁
芳

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合
執
行
委

員
長

長
濱

泉

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
執
行
委

員
長

中
川
實
二
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合
執
行
委

員
長

皆
元

鐡
夫

大
会
諸
役
員
・
敬
称
略

●選挙管理委員長
前田 三男

●大会運営委員長兼資格審査委員長
大島 弘雄

●大会議長
里 澄宏（東長崎）

●大会議長
金水 誠（大村）

●大会書記
小野 猛範（専従）

●大会書記
渕上 武司（専従）

祝
電

●

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●第二分散会議長
牧島 貢（東長崎）
西平 博之（専従）報告者

塚本 芳美（佐中）

●第一分散会議長
中島 直人（市南）
佐藤 圭介（専従）報告者

高谷 義信（諫早）

●第三分散会議長
尾崎 由盛（西彼）
石田 哲雄（専従）報告者

小林 健治（佐北）

第６３回定期大会・執行委員長あいさつ
（要旨）

執行委員長 金子三智郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１８号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）８月１５日発行
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大
会
宣
言

相川 哲男
新執行委員長

我
々
は
、
二
日
間
に
わ
た

り
、
建
設
長
崎
第
六
十
三
回

定
期
大
会
を
こ
こ
雲
仙
の
地

に
お
い
て
開
催
し
、
建
設
長

崎
八
、
〇
〇
〇
名
の
早
期
回

復
を
目
指
す
新
年
度
の
運
動

方
針
を
決
定
し
た
。

政
府
は
昨
年
の
定
率
減
税

の
廃
止
や
各
種
所
得
控
除
の

縮
小
・
廃
止
で
増
収
を
図
る

一
方
で
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
社
会
保
障
を
め
ぐ
る

情
勢
は
、
年
金
問
題
や
後
期

高
齢
者
医
療
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
制
度
の
改
革
で
将
来

に
対
す
る
不
安
は
募
る
ば
か

り
で
あ
る
。

我
々
建
設
業
界
を
取
り
巻

く
状
況
は
昨
年
六
月
の
改
正

基
準
法
の
影
響
を
受
け
、
新

設
住
宅
着
工
戸
数
も
四
〇
年

ぶ
り
に
一
一
〇
万
戸
を
割
り

込
み
、
そ
の
影
響
は
建
設
業

の
倒
産
件
数
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。

加
え
て
、
単
価
切
り
下
げ

に
よ
る
賃
金
水
準
の
落
ち
込

み
、
工
事
代
金
の
不
払
い
、

雇
用
不
安
等
労
働
条
件
は
悪

化
し
、
更
に
ガ
ソ
リ
ン
の
高

騰
に
よ
り
、
材
料
費
、
生
活

関
連
用
品
、
食
料
品
等
も
高

騰
し
、
我
々
の
生
活
環
境
は

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
転

職
・
廃
業
を
す
る
仲
間
は
後

を
絶
た
ず
、
熟
練
技
能
者
の

減
少
と
、
と
り
わ
け
若
年
技

能
労
働
者
の
育
つ
環
境
は
厳

し
く
、
建
設
産
業
離
れ
が

益
々
加
速
化
す
る
深
刻
な
状

況
で
あ
る
。

新
年
度
は
、
運
動
方
針
の

実
行
に
よ
る
「
組
合
の
活
性

化
を
図
り
、
内
部
強
化
に
努

め
な
が
ら
拡
大
の
輪
を
広
げ

て
い
く
」
こ
と
と
、
地
域
に

密
着
し
た
住
宅
デ
ー
活
動
で

得
意
先
回
り
を
実
施
し
、「
仕

事
確
保
」
に
つ
な
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
市

に
対
し
て
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
確
立
」
や
、

「
公
契
約
法
制
定
」
に
向
け

て
の
超
党
派
的
な
要
請
行
動

を
強
め
、
安
定
し
た
仕
事
と

暮
ら
し
、
技
能
後
継
者
が
育

つ
環
境
づ
く
り
に
全
力
を
傾

注
し
て
い
こ
う
。

我
々
は
、
多
様
化
す
る
社

会
情
勢
を
見
極
め
て
諸
運
動

に
取
り
組
み
、
要
求
実
現
の

た
め
に
組
織
の
展
望
を
切
り

拓
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
本
大
会

で
決
定
さ
れ
た
運
動
方
針
に

基
づ
い
て
、
次
期
衆
議
院
選

挙
で
は
推
薦
候
補
の
必
勝
を

期
し
て
全
力
で
闘
い
抜
き
、

全
建
総
連
傘
下
の
仲
間
や
県

下
労
働
団
体
や
友
誼
団
体
と

連
帯
し
、「
仲
間
の
仕
事
と

生
活
。
健
康
」
を
守
る
た
め
、

全
力
で
諸
運
動
に
取
り
組
み
、

更
な
る
飛
躍
発
展
を
期
す
る

こ
と
を
宣
言
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
日

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

第
六
十
三
回
定
期
大
会

今
日
の
日
本
経
済
は
、
世
界

的
な
株
価
の
下
落
や
、
原
油
価

格
の
高
騰
に
加
え
て
、
原
材
料

価
格
が
上
昇
す
る
な
ど
、
生
活

関
連
用
品
、
特
に
食
料
品
や
ガ

ソ
リ
ン
の
値
上
が
り
で
、
私
た

ち
は
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
工
事
の
縮
減
や

民
間
工
事
の
減
少
で
、
低
入
札

価
格
に
拍
車
が
か
か
り
、
そ
の

し
わ
寄
せ
で
私
た
ち
の
資
金
は

著
し
く
低
下
し
、
生
活
は
ひ
っ

迫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
に

こ
そ
、
組
合
員
皆
様
の
期
待
に

応
え
、
諸
要
求
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
組
織
の
活
性
化
を
図
り
、

組
織
の
減
少
を
食
い
止
め
、
組

織
が
増
勢
に
転
じ
る
よ
う
、
こ

の
一
年
間
、
組
合
員
皆
様
の
意

見
や
英
知
を
頂
き
な
が
ら
、
全

力
を
傾
注
し
て
頑
張
り
ま
す
。

組
合
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
任
者
代
表
あ
い
さ
つ

前
委
員
長

金
子
三
智
郎

長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
四
十
九
年
に
入
職

以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
後
に

委
員
長
を
五
年
間
務
め
て
き
ま

し
た
。

厳
し
い
不
況
が
続
き
、
景
気

が
年
々
落
ち
込
ん
で
来
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
組

合
が
一
つ
に
な
り
団
結
し
て
い

く
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
新
委

員
長
を
中
心
に
組
合
の
強
固
な

団
結
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
私

は
受
け
持
っ
て
進
め
て
い
く
体

制
が
出
来
上
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
組
合
と
議
会
活
動
を
車
の

両
輪
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
の

活
動
を
進
め
る
た
め
に
、
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
退
任
に
際
し
て

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に

な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
副
委
員
長

田
森

勝

私
が
こ
の
組
合
に
入
っ
て
活

動
す
る
決
意
を
持
っ
た
の
が
、

昭
和
五
十
七
年
の
七
月
二
十
三

日
の
長
崎
大
水
害
で
し
た
。

朝
に
な
っ
て
外
を
見
た
ら
世

界
中
が
変
わ
っ
た
よ
う
な
部
落

が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
仲
間
の

組
合
員
が
長
崎
か
ら
バ
ス
も
な

い
の
に
歩
い
て
東
長
崎
支
部
に

応
援
に
行
く
時
に
私
の
家
が
や

ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
二
手
に

分
か
れ
て
作
業
し
て
い
こ
う
と
、

そ
の
役
員
さ
ん
た
ち
の
熱
意
に

感
動
し
て
、
妻
と
二
人
で
こ
の

組
合
に
私
は
活
動
し
て
い
く
と
、

そ
の
翌
年
五
十
八
年
に
本
部
執

行
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
い
い

時
も
悪
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
に
な
っ
て
は
い
い
思
い
出
で

す
。皆

さ
ん
の
力
で
、
副
委
員
長

職
を
立
派
に
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
長
い
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

更
な
る
発
展
飛
躍
を
�

「
仲
間
の
仕
事
と
生
活
、健
康
」

を
守
る
た
め
、全
力
で

諸
運
動
に
取
り
組
む

平成２０年度予算
平成２０年６月１日～平成２１年５月３１日

平
成
二
十
年
度

建
設
長
崎

本
部
役
員
名
簿

役

職

名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
委
別

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

西

彼

専

従

◎
新
任

副
執
行
委
員
長

北
村

政
和

西

彼

専

従

◎
新
任

副
執
行
委
員
長

舩
津

栄
市

市

南

専

従

◎
新
任

副
執
行
委
員
長

前
田

三
男

浦

上

西

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

中
村

一
明

島

原

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

大
島

弘
雄

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

工
藤

是
正

大

浦

大

工

◎
新
任

書

記

長

田
上

一
郎

浦

上

西

専

従

◎
新
任

書

記

次

長

石
田

哲
雄

浦

上

西

専

従

◎
新
任

執

行

委

員

佐
藤

圭
介

浦

上

東

専

従

再

任

執

行

委

員

西
平

博
之

佐
世
保
東

専

従

再

任

執

行

委

員

坂
口

忠
義

中

央

左

官

再

任

執

行

委

員

内
野

幸
雄

中

央

大

工

再

任

執

行

委

員

田
上

義
高

大

浦

大

工

再

任

執

行

委

員

北
村

五
男

大

浦

左

官

◎
新
任

執

行

委

員

中
島

直
人

市

南

大

工

再

任

執

行

委

員

山
本

秀
夫

市

南

大

工

再

任

執

行

委

員

牧
島

貢

東

長

崎

大

工

再

任

執

行

委

員

岩
永

和
範

東

長

崎

左

官

再

任

執

行

委

員

古
川

勝

浦

上

西

左

官

再

任

執

行

委

員

村
岡

広
明

浦

上

西

左

官

再

任

執

行

委

員

佐
藤

昭
彦

浦

上

西

塗
装
工

◎
新
任

執

行

委

員

田
中

秀
則

浦

上

東

左

官

再

任

執

行

委

員

森

政
一

浦

上

東

大

工

再

任

執

行

委

員

尾
崎

由
盛

西

彼

大

工

再

任

執

行

委

員

松
林

満
男

西

彼

左

官

再

任

執

行

委

員

高
谷

義
信

諫

早

大

工

再

任

執

行

委

員

木
下

忠
明

諫

早

大

工

再

任

執

行

委

員

伊
藤

一
廣

大

村

大

工

再

任

執

行

委

員

福
田

通

大

村

建
設
事
務

再

任

執

行

委

員

木
之
田

隆

島

原

大

工

再

任

執

行

委

員

本
田

岩
勝

島

原

大

工

再

任

執

行

委

員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執

行

委

員

末
吉

重
一

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執

行

委

員

田
中

清
士

佐
世
保
中
央

内
装
工

再

任

執

行

委

員

丸
田

勉

佐
世
保
東

大

工

再

任

執

行

委

員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再

任

執

行

委

員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執

行

委

員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執

行

委

員

柚
元

美
則

佐
世
保
北

大

工

再

任

執

行

委

員

須
藤

輝
久

北

松

大

工

再

任

執

行

委

員

北
村

久

北

松

大

工

再

任

執

行

委

員

寺
田

孝
弘

平

戸

大

工

再

任

執

行

委

員

岡
田

眞

平

戸

大

工

再

任

会

計

監

査

植
田

勝
次

西

彼

瓦

工

再

任

会

計

監

査

樋
口

義
雄

諫

早

大

工

再

任

会

計

監

査

長
島

則
行

佐
世
保
東

大

工

再

任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

東

長

崎

専

従

特
別
執
行
委
員

若
杉

孝
雄

浦

上

西

◎
専
従

執
行
委
員
扱

北
村

亮
樹

北

松

青
年
部

執
行
委
員
扱

本
田

勇

東

長

崎

◎
青
年
部

執
行
委
員
扱

荒
木

恵
子

諫

早

主
婦
会

執
行
委
員
扱

岡
崎
ア
イ
子

西

彼

◎
主
婦
会

建
設
長
崎
常
任
顧
問

金
子
三
智
郎

建
設
長
崎
顧
問

前
田

富
雄

予 算 額
３０２，０００，０００
５，５００，０００
１，１４０，０００
３５，３００，０００
５，０００，０００
３，５７５，８２６
１３，４８４，１７４
３６６，０００，０００

科 目
組 合 費
未 回 収 組 合 費
加 入 金
事 務 委 託 費
繰 入 金
雑 収 入
前 年 度 繰 越 金
収 入 合 計

予 算 額
１７５，９００，０００
３５，５００，０００
１１，８００，０００
２，４００，０００
２，９００，０００
２，０００，０００
６００，０００
４００，０００
４００，０００
２，４００，０００
６，８００，０００
８，０００，０００
２，０００，０００
２，０００，０００
３，３００，０００
７００，０００

１３，６００，０００
１３，１３０，０００
２，５００，０００
２，０００，０００
２００，０００
４，３００，０００
３４，５００，０００
９，０００，０００
２，５００，０００
１０，５００，０００
３，５００，０００
２，０００，０００
３，５００，０００
４，０００，０００
１，０００，０００
１，０００，０００
１，６７０，０００
３６６，０００，０００

科 目
人 件 費
事 務 所 費
組 織 対 策 費
技 術 対 策 費
住 宅 仕 事 対 策 費
賃 金 対 策 費
税 金 対 策 費
労 働 対 策 費
社 会 保 障 対 策 費
教 宣 対 策 活 動 費
組合新聞印刷郵送費
電 算 処 理 費
学 習 研 修 会
渉 外 費
旅 費
九地協交流集会費
上 部 団 体 会 費
会 議 費
租 税 公 課
事 務 所 改 造 費
動 員 費
車 両 維 持 費
支 部 活 動 費
活 動 動 員 費
運 動 会 費
積 立 金
政 治 対 策 費
固 定 資 産 購 入 費
会 館 運 営 費
専 門 学 院 対 策 費
選 挙 対 策 費
式典・記念大会費
予 備 費
支 出 合 計

退任される本部役員（敬称略）

執
行
委
員
長

金
子
三
智
郎

副
執
行
委
員
長

田
森

勝

（
中
央
）

本
部
執
行
委
員

江
崎

久
人

（
浦
上
西
）

本
部
執
行
委
員
扱

馬
渡

鉄
洋

（
中
央
）

本
部
執
行
委
員
扱

茅
原

雪
江

（
佐
東
）

青年部長－北村亮樹

新執行部を代表してあいさつする相川執行委員長

新
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

収入の部

支出の部

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）８月１５日発行建 設 長 崎第５１８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



建設業の厳しさを痛感した２日間

長建国保書記局

山口澄真子

今
回
、
は
じ
め
て
定
期
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
組
合
員

の
皆
様
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

建
設
業
関
係
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
た
二

日
間
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
厳
し
い
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
真
摯
に
受
け

止
め
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の
中
で
、
特

に
組
合
員
の
皆
様
方
の
健
康
増
進
の
面

で
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

必要な活動をしっかり見極める

大浦支部

北村 五男

各
支
部
の
代
議
員
の
方
の
率
直
な
意

見
を
聞
い
て
、
み
ん
な
本
当
に
厳
し
い

ん
だ
ろ
う
な
と
想
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

少
し
で
も
こ
の
危
機
的
状
況
を
打
開
で

き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
本
当
に
必
要

な
活
動
が
何
な
の
か
を
、
し
っ
か
り
見

極
め
な
が
ら
組
合
活
動
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組合活動の一端を垣間みた

市南支部

小泉 祐一

今
回
は
じ
め
て
定
期
大
会
と
い
う
も

の
に
参
加
し
て
、
建
設
長
崎
の
一
年
間

の
動
き
や
予
算
な
ど
を
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
決
め
て
い
る
も
の
な
ん
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
意
見
を
も
っ

た
組
合
員
の
方
が
お
ら
れ
て
、
自
分
で

も
納
得
す
る
面
や
考
え
さ
せ
ら
れ
る
意

見
が
あ
っ
た
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今後の青年部活動の参考に！

東長崎支部

本田 勇

今
ま
で
、
何
度
か
大
会
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
部
青
年
部
の

事
務
局
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
う
い
う
立

場
で
、
大
会
を
迎
え
ま
し
た
。
今
ま
で

は
な
ん
と
な
く
、
組
合
と
は
こ
う
い
う

も
の
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
青
年
部
の
活
動
や
予
算
、
決

算
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
今
後
の
青
年

部
活
動
の
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

不況の時こそ、地域に密着した住宅デーを

浦上西支部

平出 壽夫

県
下
十
五
支
部
よ
り
多
数
出
席
さ
れ
、

経
過
報
告
・
活
動
方
針
に
つ
い
て
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

建
設
不
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
打
破
す
る
為
に
は
、
地
域
に
密

着
し
た
住
宅
デ
ー
（
お
得
意
先
回
り
・

住
宅
相
談
）
が
仕
事
確
保
に
繋
が
る
も

の
と
大
い
に
思
わ
れ
ま
す
。

熱の入った質疑応答が聞けて良かった

西彼支部

砂川健二郎

今
回
、
二
回
目
の
出
席
で
し
た
が
、

前
回
と
同
様
、
本
会
議
や
分
散
会
で
の

熱
の
入
っ
た
質
疑
応
答
な
ど
を
聞
き
、

組
合
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
知
る
こ
と

が
で
き
、
今
回
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

有意義で貴重な経験になった

大村支部

上村 良一

組
合
に
加
入
し
て
三
年
経
ち
ま
す
が
、

今
回
、
初
め
て
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
二
日
間
を
通
じ
て
、
各
支

部
の
方
か
ら
色
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
勉
強

を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
支
部
の
組
合
員
さ
ん
が
活
発

に
活
動
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
組
合
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
支
部
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活発な議論が交わされ健全な会議と感じた

佐世保東支部

大坪 博昭

全
体
会
議
・
分
散
会
と
も
に
真
剣
か

つ
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
予
想
に
反

し
健
全
な
会
議
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

場
で
の
質
問
・
答
弁
も
過
不
足
や
脱
線

ぎ
み
も
見
受
け
ら
れ
る
所
で
し
た
。
事

前
の
通
知
が
出
来
な
い
も
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

代議員の討議に熱いものを感じた

北松支部

坂中 善男

定
期
大
会
に
は
、
こ
こ
数
年
、
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
た
め

か
、
代
議
員
皆
さ
ん
の
討
議
も
、
か
な

り
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
、
新
し
く
誕
生
し
た
相
川

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行

部
の
下
、
組
織
拡
大
を
目
標
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

初めて参加し、良い刺激になった

佐世保中央支部

白石 晃隆

初
め
て
参
加
し
て
、
多
く
の
役
員
と

事
務
局
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
質
疑

応
答
等
が
な
さ
れ
自
分
に
も
良
い
刺
激

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
議

事
内
容
が
解
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
に

思
い
ま
す
。
も
っ
と
建
設
新
聞
ニ
ュ
ー

ス
等
を
読
む
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
出
席
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

次回、参加する時は意見を

佐世保北支部

松本 浩治

定
期
大
会
に
参
加
す
る
の
は
今
回
で

二
回
目
な
の
で
、
意
見
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
圧

倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
今
回
も
意
見
が

言
え
な
か
っ
た
の
で
、
次
回
の
定
期
大

会
で
は
一
つ
二
つ
意
見
を
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

長期的な展望で運動推進を

中央支部

松本 大介

本
会
議
や
分
散
会
で
、
後
継
者
問
題

や
若
年
技
能
者
の
育
成
に
つ
い
て
、
多

く
の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
青
年
部

の
一
員
と
し
て
、
嬉
し
さ
と
同
時
に
不

安
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

目
先
の
事
も
大
切
で
す
が
、
長
期
的

な
展
望
を
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
の
運

動
を
推
進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

眠気も吹き飛ぶ充実した二日間

浦上東支部

野口 耕平

初
め
て
参
加
し
て
、
組
合
の
一
年
間

の
活
動
や
決
算
報
告
な
ど
今
ま
で
知
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
事
が
判
り
充
実

し
た
二
日
間
で
し
た
。
眠
気
も
吹
き
飛

ぶ
程
の
代
議
員
と
答
弁
す
る
執
行
部
に
、

い
つ
の
間
に
か
引
き
込
ま
れ
、
あ
っ
と

言
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
組
合
費

を
納
め
る
だ
け
の
組
合
員
か
ら
、
組
合

運
動
を
真
剣
に
考
え
る
組
合
員
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

この経験を活かして頑張りたい

書記局

中嶋 理奈

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
私
も
二
十
歳
に
な
り
、
一
人

の
大
人
と
し
て
色
々
と
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
時
に
皆
さ
ん

の
真
剣
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

青年部活動に参加を

島原支部

木之田亮二

支
部
の
青
年
部
の
部
長
を
し
て
い
ま

す
。毎

年
、
雲
仙
の
大
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
議
案
書
を
見
る
た
び
に
、
青

年
層
の
組
合
員
が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、

青
年
部
に
入
っ
て
く
れ
る
若
い
人
が
な

か
な
か
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
新
聞
を
見
て
い
る
若
い
人
は
、
是
非
、

支
部
の
青
年
部
の
活
動
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

今後の新体制に期待

平戸支部

林 敏英

田
森
副
委
員
長
退
任
の
ご
挨
拶
の
中

に
二
十
五
年
前
の
水
害
の
組
合
救
援
活

動
に
ご
夫
婦
で
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
今
日
ま
で
二
十
五
年
間
組
合
活

動
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。

私
も
平
戸
支
部
か
ら
、
救
援
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
員
と
し
て

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
団
結
の
輪

が
力
強
く
広
が
っ
た
思
い
が
致
し
ま
し

た
。
今
後
の
新
体
制
に
期
待
致
し
、
雲

仙
の
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

色んな意見が出て考えさせられた

諫早支部

中村 太司

今
回
の
大
会
は
色
ん
な
意
見
が
出
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
良
い
大
会
で
し
た
。
み
ん
な
仕
事
が

な
い
中
で
頑
張
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
上

の
方
で
は
役
員
の
団
結
の
な
さ
が
見
受
け
ら
れ
、

組
合
員
を
本
当
に
大
切
に
し
て
い
る
の
か
判
ら

な
か
っ
た
。

私
の
意
見
と
し
て
は
、
顧
問
は

一
人
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
事
務
局
の
人
員

を
増
や
し
会
費
を
安
く
組
合
員
を
少
し
で
も
増

や
す
こ
と
も
考
え
て
欲
し
い
。

今
後
は
、
委
員
長
は
専
従
で
は
な
く
組
合
員

の
中
か
ら
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と

組
合
員
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
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大
工
職
は
世
界
の
三
大
職
業

大大
工工
職職
はは
世世
界界
のの
三三
大大
職職
業業

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

（
金
子
三
智
郎

会
長
）
の
第

三
十
二
回
定
期
総
会
が
七
月
二

十
八
日
、
長
崎
県
市
町
村
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
、
金
子
会
長
は

あ
い
さ
つ
で
、「
公
共
工
事
、

民
間
工
事
も
冷
え
込
ん
で
お
り
、

建
設
業
の
長
期
不
況
の
中
で
、

な
か
な
か
新
し
い
方
策
が
見
出

せ
な
い
が
、
新
し
い
矛
先
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
公

共
工
事
に
つ
い
て
も
、
防
災
協

定
を
地
域
毎
に
結
ん
で
い
た
だ

き
、
仕
事
確
保
に
い
く
ら
か
で

も
な
れ
ば
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

来
賓
で
出
席
さ
れ
た
加
藤
永

県
ま
ち
づ
く
り
推
進
局
長
は
、

「
個
人
住
宅
の
耐
震
化
支
援
事

業
の
拡
大
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
街
づ
く
り
の
推
進
、
建
設

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

き
び
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
公
共
工
事
に
つ
い
て

は
、
県
内
企
業
に
優
先
発
注
を

行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
桑
原

土
木
部
長
の
あ
い
さ
つ
を
代
読

さ
れ
た
。

ま
た
、
�
長
崎
県
建
設
業
協

会

谷
村
隆
三
会
長
は
、「
中

小
建
設
業
協
会
と
の
立
場
は
違

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
互
い

抱
え
て
い
る
課
題
は
同
じ
で
あ

る
の
で
、
建
設
産
業
の
環
境
が

少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
連
携

し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
述
べ

ら
れ
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、

住
宅
改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
の

取
り
組
み
、
自
治
体
へ
の
要
請

強
化
、
防
災
協
定
の
取
り
組
み

等
、
仕
事
確
保
に
向
け
た
方
針

が
示
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
金
子
会
長

を
再
任
、
副
会
長
は
す
べ
て
交

代
し
、
森

貞
雄

氏
、
中
村

一
明
氏
、
大
島
弘
雄

氏
が
就

任
さ
れ
た
。

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
残

暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
県
議
会
は
、
非
常
に
早

い
梅
雨
明
け
宣
言
直
前
の
七
月

四
日
に
開
会
し
、
七
月
二
十
五

日
の
閉
会
ま
で
、
熱
い
論
戦
の

議
会
で
し
た
。

私
が
県
議
と
な
っ
て
二
回
目

の
議
会
質
問
に
応
援

に
来
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
暑
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

質
問
の
詳
し
い
内

容
は
、
別
途
作
成
し

ま
し
た
県
議
会
報
告

を
参
照
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
議
会
は
、
県
庁
舎
の

移
転
問
題
や
九
州
新
幹
線
問
題
、

原
油
価
格
高
騰
問
題
、
さ
ら
に

議
会
開
会
の
直
前
に
佐
賀
地
方

裁
判
所
が
国
に
対
し
て
、
諫
早

湾
干
拓
堤
防
の
排
水
門
を
開
放

す
る
よ
う
に
と
い
う
、
長
崎
県

に
と
っ
て
厳
し
い
判
決
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

県
議
会
は
議
会
初
日
早
々
に

国
に
対
し
て
「
開
門
を
拒
否
し

控
訴
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採

択
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
長
崎
県
議
会
と
し

て
初
め
て
の
議
員
発
議
に
よ
り

「
長
崎
県
が
ん
対
策
推
進
条

例
」
を
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
が
ん
の
予
防
や
検
診

に
よ
る
早
期
発
見
と
が
ん
医
療

を
提
供
す
る
体
制
整
備
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

最
終
日
に
は
県
議
会
副
議
長

が
慣
例
の
任
期
の
一
年
が
経
過

し
辞
表
を
提
出
さ
れ
、
後
任
の

選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
正
副
議
長
を
独
占
し
て
き

た
最
大
会
派
の
自
民
県
民
会
議

が
一
本
化
調
整
に
失
敗
し
、
自

主
投
票
と
な
り
、
県
議
会
史
上

初
め
て
自
民
党
以
外
の
会
派

（
公
明
）
よ
り
副
議
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
本
当
に
熱
い
議
会

で
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

長
年
つ
れ
そ
っ
た
家
内
と

苦
労
を
か
け
た
お
わ
び
と
感

謝
の
気
持
ち
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旅
行
を
思
い
立
つ
。

関
空
よ
り
ロ
ン
ド
ン
の

ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
ま
で
の
十

二
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
、
そ
の

長
い
こ
と
。
五
本
指
の
靴
下

に
ぞ
う
り
を
は
い
て
飛
行
機

の
前
か
ら
後
部
ま
で
何
回
往

復
し
た
こ
と
か
。

み
っ
と
も
な
か
け
ん
あ
ん

ま
り
ウ
ロ
ウ
ロ
し
ん
し
ゃ
ん

な
。
家
内
も
気
が
気
で
な
い

ら
し
い
。
シ
ベ
リ
ア
の
ツ
ン

ド
ラ
地
帯
は
す
ば
ら
し
い
な

が
め
だ
っ
た
。

ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
に
降
り

立
ち
、
両
替
を
す
る
と
き
に

驚
い
た
。
集
合
場
所
の
一
〇

〇
�
に
も
み
た
な
い
所
に
い

く
の
に
身
の
丈
二
�
強
の
大

男
の
警
官
が
我
々
二
〜
三
人

を
ガ
ー
ド
し
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
自
動
小
銃
を

ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。
外
国
を

感
じ
る
一
瞬
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
塔
、

大
英
博
物
館
、
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
へ
、
さ
す
が
に
世
界
一

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
町
。
老

若
男
女
そ
の
お
し
ゃ
れ
と
セ

ン
ス
の
良
さ
、
そ
し
て
華
や

か
さ
。
我
々
日
本
人
ツ
ア
ー

団
体
の
み
す
ぼ
ら
し
い
と

言
っ
て
も
良
い
程
の
セ
ン
ス

の
な
さ
に
痛
感
さ
せ
ら
れ
る

思
い
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
か
れ
る
と

き
は
最
高
の
お
し
ゃ
れ
を
し

て
行
っ
た
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
イ
タ
リ
ア
史
跡

の
町
ロ
ー
マ
へ
、
五
〇
〇
年

も
一
〇
〇
〇
年
も
前
に
建
て

ら
れ
た
建
物
を
今
で
も
そ
こ

を
利
用
し
、
そ
こ
で
生
活
を

営
ん
で
い
る
。
そ
の
昔
、
そ

の
建
築
技
術
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
は
表
現
す
ら
で
き
な
い

程
の
感
動
を
覚
え
た
。
そ
ん

な
感
動
を
し
な
が
ら
バ
ス
観

光
を
し
て
い
る
と
き
ふ
と
何

か
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

四
十
八
年
も
前
に
な
る
中

学
校
を
卒
業
し
て
雲
仙
号
で

大
工
の
修
業
で
東
京
へ
行
っ

て
い
た
と
き
、
く
る
日
も
く

る
日
も
パ
ネ
ル
か
つ
ぎ
で
く

さ
っ
て
い
た
頃
だ
。

知
人
よ
り
高
谷
君
は
世
界

の
三
大
職
業
を
知
っ
て
い
る

か
い
と
言
わ
れ
、
知
る
由
も

な
く
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い
た

ら
、第

一
に
神
父
さ
ん
、
第
二

に
ド
ク
タ
ー
、
第
三
に
な
ん

と
大
工
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
が
あ
る

か
い
と
そ
の
時
は
気
に
も
か

け
な
い
で
い
た
。

そ
う
だ
こ
の
こ
と
だ
っ
た

ん
だ
。
四
十
八
年
も
た
っ
て

よ
う
や
く
そ
の
意
味
が
わ
か

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

建
築
と
い
う
も
の
は
日
本

で
の
木
の
文
化
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
の
文
化
で

あ
れ
、
元
々
は
大
工
が
始
め

た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し

て
今
で
も
我
々
大
工
の
手
に

よ
っ
て
そ
れ
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

な
ん
と
い
う
偉
大
な
職
業

に
我
々
は
つ
い
て
い
た
の
か
。

だ
れ
か
に
聞
い
た
話
で
あ
る

が
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
父
親

も
聖
徳
太
子
も
大
工
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

仲
間
の
大
工
諸
君
よ
！

我
々
は
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い

仕
事
を
や
ら
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
す
。
今
は
大
変
き

び
し
い
時
で
す
が
、
技
術
を

磨
い
て
い
れ
ば
き
っ
と
良
い

時
が
来
る
。
お
互
い
切
磋
琢

磨
し
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

厳厳
しし
いい
がが
財財
務務
省省
をを
突突
破破
でで
きき
るる
よよ
うう
精精
査査
しし
てて
いい
きき
たた
いい

連
日
の
猛
暑
の
中
、
七
月
三

十
一
日
の
全
県
総
連
西
日
本
予

算
要
求
行
動
に
は
、
西
日
本
の

仲
間
を
中
心
に
三
十
四
県
連
組

合
か
ら
一
二
八
名
が
参
加
。
午

前
十
一
時
か
ら
集
会
及
び
行
動

説
明
の
の
ち
、
各
省
交
渉
、
地

元
選
出
国
会
議
員
要
請
行
動
に

入
り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
保
険
局
交
渉
に

は
全
県
総
連
の
石
部
副
委
員
長

を
団
長
に
三
一
名
が
参
加
し
、

交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。
厚
労
省

保
険
局
国
保
課
か
ら
は
、
新
し

く
就
任
し
た
武
田
課
長
を
含
め

三
名
が
出
席
。
冒
頭
に
武
田
課

長
が
所
信
を
述
べ
た
後
、
交
渉

に
入
り
、
社
会
保
障
費
の
削
減

に
つ
い
て
「
削
減
方
針
は
骨
太

の
二
〇
〇
八
で
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
一
方
で
医
療
に
対
す

る
国
民
の
期
待
も
あ
る
。
年
末

ま
で
の
動
向
を
み
る
が
厳
し
い

も
の
に
な
る
。」
と
述
べ
特
別

助
成
等
の
増
額
に
つ
い
て
、「
補

助
金
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
が
、
財
務
省
を
突
破
で
き
る

よ
う
、
課
内
で
精
査
し
て
い
き

た
い
。」
と
回
答
し
ま
し
た
。

ま
た
、
補
助
金
削
減
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
所
得
調
査
の
実
施
に
つ
い

て
武
田
課
長
は
、「
来
年
度
大

き
な
改
正
論
議
が
な
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
新
し
い

デ
ー
タ
で
公
平
・
公
正
に
論
議

で
き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し

た
。
国
保
課
と
し
て
補
助
金
削

減
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
努
力

し
た
い
。」
と
し
ま
し
た
。
交

渉
の
中
で
武
田
課
長
は
「
要
請

ハ
ガ
キ
の
一
枚
一
枚
が
手
書
き

で
あ
る
こ
と
に
感
銘
し
た
。」

と
述
べ
、
国
保
組
合
の
制
度
に

も
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

エッフェル塔前で妻とともに

県
議
会
だ
よ
り

１３

第第
３３２２
回回
定定
期期
総総
会会

��
長長
崎崎
県県
中中
小小
建建
設設
業業
協協
会会

ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
旅旅
行行
でで
気気
づづ
かか
ささ
れれ
たた
大大
工工
のの
すす
ばば
らら
しし
ささ

諫
早
支
部

高
谷
義
信

厚生労働省交渉
西日本予算要求行動

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

長崎県新漁業取締船竣工披露式 長崎港
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建築・土木資材・道具・工具・家財道具�
車・農機具・古着・着物の買い取り・販売�

お買い得情報�

中古�

〃�

〃�

〃�

新品�

〃�

�

アルミ各種60ミリ角管（2m、3m、4m）�

足場用階段�

高周波 バイブレーター�

日立 グラインダー�

マキタ グラインダー 100ミリ�

日立 14.4Vインパクト�

中古�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

マキタ 角ノミ�

丸のこ各種�

定規各種�

H4年トヨタ2t超ロングトラック（低床）�

Ｈ9年ホンダ トゥディ�

Ｈ9年スバル ビィビィオ�

国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

親睦魚釣り大会親親睦睦魚魚釣釣りり大大会会

いきなり団子で
楽しい一日

灼
熱
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

灼
熱
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

灼
熱
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

●
材
料
（
３０
個
分
）

●
作
り
方

八
月
三
日
�
浦
上
西
支
部
で

は
十
八
銀
行
城
山
支
店
駐

車
場
で
、
城
栄
会
夏
祭
り
協
賛

の
住
宅
デ
ー
を
開
催
。

組
合
員
十
八
名
・
主
婦
会
八

名
の
参
加
で
包
丁
研
ぎ
、
ま
な

板
削
り
、
住
宅
相
談
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

蒸
し
風
呂
の
よ
う
な
暑
さ
の

中
、
持
っ
て
来
ら
れ
た
包
丁
・

ま
な
板
を
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
研
ぎ
あ
が
っ
た
の
を
見
た

お
客
さ
ん
か
ら
は
「
見
違
え
た

〜
ま
た
料
理
を
作
る
の
に
頑
張

り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
喜
ば

れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
七
十
名
で
、
包
丁

研
ぎ
が
百
三
十
五
本
、
ま
な
板

削
り
十
三
枚
で
し
た
。

住
宅
相
談
は
ま
だ
ま
だ
数
少

な
く
、
建
設
長
崎
の
ア
ピ
ー
ル

を
も
っ
と
も
っ
と
し
な
い
と
い

け
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

暑
い
中
、
参
加
し
て
頂
い
た

組
合
員
・
主
婦
会
皆
さ
ん
の
努

力
が
報
わ
れ
る
よ
う
厳
し
い
時

で
す
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
感

じ
ま
し
た
。

（
村
岡
広
明
）

参
加
者
名
簿

（
敬
称
略
）

前
田

三
男

前
川

友
一

古
川

勝

池
永

正

江
崎

久
人

道
端
ナ
ミ
子

山
口

好
行

栗
原
由
理
子

井
上

義
満

山
形
マ
ス
子

木
下

広
次

田
崎
美
代
子

山
崎

司

池
永
ミ
ツ
エ

河
上

茂

松
川
波
留
子

山
形

信

松
浦

京
子

松
浦

学

有
川
ヤ
ツ
子

道
端

敏
章

佐
藤

昭
彦

岩
村

嘉
明

村
岡

広
明

宮
崎

二
郎

小
峰

季
夫

七
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
に

か
け
て
、
福
岡
市
で
青
協
全
国

交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
九
州
内
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
建
設
長
崎
か
ら
は

青
年
部
十
三
名
が
参
加
。（
全

体
参
加
者
二
百
二
十
五
名
）

一
日
目
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
、

中
央
情
勢
報
告
等
が
さ
れ
た
後
、

講
師
を
招
き
「
仕
事
で
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
と
題
し
、

基
本
的
な
あ
い
さ
つ
の
仕
方
か

ら
話
し
方
、
そ
し
て
名
刺
の
受

け
渡
し
に
つ
い
て
実
演
を
交
え

な
が
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま

し
た
。

そ
の
後
、
他
県
連
・
組
合
の

人
た
ち
と
教
わ
っ
た
ば
か
り
の

マ
ナ
ー
を
実
践
し
な
が
ら
、
名

刺
の
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
誰
も
が
、
普
段
使
い

慣
れ
な
い
言
葉
づ
か
い
と
名
刺

の
受
け
渡
し
方
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
も
、
教
え
て
い
た
だ
い

た
マ
ナ
ー
を
も
の
に
し
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
は
懇
親
会
で
、
お
酒
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
青
年
部
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
交
流
を
深
め
あ
い
ま
し

た
。二

日
目
は
建
退
共
制
度
と
公

契
約
法
に
つ
い
て
の
学
習
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
さ

れ
た
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。

全
国
の
仲
間
と
交
流
を
深
め

学
習
し
た
二
日
間
。
再
会
を
約

束
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
古
井
宏
樹
）

七
月
二
十
七
日
�
浦
上
西
支

部
式
見
分
会
で
は
親
睦
魚

釣
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
六
時
三
十
分
、
三
隻
の
船

に
乗
り
、
式
見
漁
港
を
出
発
。

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
ゆ
っ
く
り

癒
し
な
が
ら
釣
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
朝
か
ら
、
雲
一
つ
な
く

晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
風

が
強
く
海
は
大
時
化
で
釣
果
の

方
は
ボ
チ
ボ
チ
で
し
た
。

当
日
は
、
相
川
委
員
長
に
も

挨
拶
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
獲

れ
た
魚
で
調
理
し
た
刺
身
や
味

噌
汁
を
食
べ
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
佐
藤
昭
彦
）

七
月
二
十
六
日
、
浦
上
総
支

部
青
年
部
灼
熱
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
総
支
部
の
集
ま

り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
み

ん
な
わ
き
あ
い
あ
い
と
プ
レ
イ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
コ
ア
の

方
は
さ
す
が
青
年
部
、
二
〇
〇

オ
ー
バ
ー
が
出
る
な
ど
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
戦
い
と
な
り
、
団
体
は

西
彼
支
部
、
個
人
は
私
、
松
林

君
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
後
の
懇
親
会

で
、
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
が
、

浦
上
西
の
青
年
部
担
当

執
行
委
員
で
あ
る
村
岡

さ
ん
よ
り
、
団
体
、
個

人
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
、
お

酒
の
方
も
楽
し
く
美
味

し
く
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
村
岡
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

総
支
部
内
の
横
の
繋

が
り
を
、
強
く
感
じ
る

事
が
で
き
て
、
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
西
彼

松
林

敏
）

大
浦
支
部
主
婦
会
で
は
、
六

月
二
十
五
日
�
に
主
婦
会

長
佐
々
木
さ
ん
の
ご
指
導
で
、

「
い
き
な
り
団
子
」
作
り
を
し

ま
し
た
。

さ
す
が
主
婦
！

生
地
を
作

る
人
、
さ
つ
ま
い
も
を
切
る
人

な
ど
手
際
よ
く
下
準
備
が
進
み
、

次
々
と
団
子
が
蒸
し
あ
が
り
ま

し
た
。

お
昼
に
は
皆
さ
ん
が
持
ち

寄
っ
た
、
ご
ま
豆
腐
、
お
に
ぎ

り
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど
が

テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
、
お
な
か

も
満
腹
に
な
り
ま
し
た
。

帰
り
に
は
団
子
の
お
土
産
も

持
ち
帰
り
、
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
（
佐
々
木
秋
子
）

いいいいいいいいいいいいいいいいい
ききききききききききききききききき
ななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりり
団団団団団団団団団団団団団団団団団
子子子子子子子子子子子子子子子子子
レ
シ
ピ

ほ
っ
く
り
サ
ツ
マ
イ
モ
に

ほ
ど
よ
い
甘
さ
の
あ
ん
が
マ
ッ
チ
！

皮

小
麦
粉

５
０
０
�

だ
ん
ご
の
粉

１
５
０
�

砂
糖

１
０
０
�

塩

小
さ
じ
１

熱
湯

２
カ
ッ
プ

あ
ん

さ
つ
ま
い
も

１
�

あ
ん
こ

５
０
０
�

１

小
麦
粉
、
だ
ん
ご
の
粉
は
ふ
る

い
に
か
け
て
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
砂

糖
、
塩
を
加
え
、
熱
湯
を
少
し
ず

つ
混
ぜ
な
が
ら
耳
た
ぶ
く
ら
い
の

か
た
さ
に
練
り
、
約
３０
分
ラ
ッ
プ

を
し
、
ね
か
せ
て
お
く
。

２

さ
つ
ま
い
も
は
洗
っ
て
皮
を
む

き
、
２
�
の
輪
切
り
に
し
、
水
に

１０
分
浸
け
て
あ
く
ぬ
き
を
し
、
水

気
を
切
る
。

３

あ
ん
こ
の
上
に
さ
つ
ま
い
も
を

の
せ
て
作
っ
て
お
く
。

４

１
を
３０
個
に
分
け
て
丸
め
、
薄

く
の
ば
す
。
そ
れ
に
あ
ん
こ
と
２

の
さ
つ
ま
い
も
を
入
れ
て
丸
め
、

約
２０
分
〜
２５
分
蒸
す
。
竹
く
し
を

さ
し
て
す
ー
っ
と
通
れ
ば
出
来
上

が
り
。

５

固
く
な
ら
な
い
よ
う
に
１
個
ず

つ
ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
お
く
。

部支西上浦

部支西上浦

浦
上
総
支
部

部支浦大

全建総連

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
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流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

フ
ク
オ
カ

生活サポート館
佐世保市瀬戸越４－７－１６
TEL・FAX（０９５６）４９－３３２１

営業時間
AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業は

PM１６：００まで
定休日

第１・第３・第５日曜日

式式見見分分会会

城城栄栄会会夏夏祭祭りり協協賛賛住住宅宅デデーー

いいききななりり団団子子でで
楽楽ししいい一一日日

主主婦婦会会

青青
年年
部部

灼
熱
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

全全国国のの仲仲間間とと
ビビジジネネススママナナーーをを学学ぶぶ
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